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職人のアイデアスケッチの実態に関する研究

TheActualSketchesofCraftsmenonDesigning

岳野公人

ＫｉｍｉｈｉｔｏＴＡＫＥＮＯ

室塚奈緒美＊

ＮａｏｍｉＭＵＲＯＺＵＫＡ

本研究は，ものづくり学習の構想・設計に関する学習指導を検討する資料を得るため，職人

のアイデアスケッチの実態を明らかにすることを目的とした。そこで，３１名の職人のアイデア

スケッチを分析した結果，以下のことが明らかになった。

(1)職人は部品の形あるいは構造を変更することによって，多くのアイデアを産出し，アイデ

アの補足，材料取りの図，複数の表し方及び寸法を記載することによりアイデアを詳細に示し

ている。

(2)職人のアイデアスケッチには「多くのアイデアを産出する」方略及び「アイデアを詳細に

示す」方略が認められた。

(3)ものづくり学習の構想・設計に関する学習指導においてアイデアスケッチを実施する際は，

アイデアスケッチの目的を「多くのアイデアを産出する」あるいは「アイデアを詳細に示す」

と明確にし，その目的に応じた方略を生徒に考えさせる必要があることを提案した。

キーワード：職人，アイデアスケッチ，ものづくり学習，学習指導

１．はじめに

中学校の技術・家庭科技術分野における「技

術とものづくり」では，主として木材・金属な

どを使用した製作品を取りあげものづくりに関

する学習が展開されている')。このようなもの

づくりに関する学習を本研究では「ものづくり

学習」と呼ぶことにする。学習活動の展開は動

機，設計・計画，製作，評価の四過程を欠落す

ることなく辿る必要がある2)。本研究の構想・

設計とはこの四過程の設計・計画であり，製作

における問題場面を想像し，解決の方法を検討

することである。また，構想・設計の初期段階

ではアイデアスケッチが実施される。アイデア

スケッチとは，つくるものに関して思いついた

ことを図や文字によって自由にかいたものであ

り，視覚的につくるものを確認でき，構想・設

計の問題点に気づくことができる3)。

しかし，教育の現場では構想・設計に関する

学習指導は十分に行われていない場合もある。

その要因は，構想・設計に関する学習指導の時

間が確保できないことや生徒が構想・設計に対

して非好意的意識をいだくことである4)。そこ

で，構想・設計に関する学習指導について検討

する必要があると考えた。

本研究では構想・設計に関する学習指導を検

討するために，構想・設計において実施される

アイデアスケッチに着目した。アイデアスケッ

チに関する研究は，デザイン専攻の大学生を対

象にした研究及び中学生を対象とした研究があ

る。前者の研究は，デザイン専攻ではあるが構

想・設計を実施した経験の少ない大学生にアイ

デアスケッチを実施させ，「展開型｣，「発散型｣，

｢こだわり型」及び「イメージ貧弱型」の四つの

アイデアの考えだし方があることを明らかにし
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具体的にできることは，学習指導の資料として

も意義がある。

また，授業実践に関する研究には，職人がの

こぎりぴきや鉋削りなどの実技指導をしている。

職人の実技指導により，生徒は職人の技術を間

近で見ることができ，生徒の練習段階において

到達目標を提示しやすくなる。また，職人の授

業参加によってものづくりに対する興味を促す

ことができることも示されている'0)''1)。

以上のことから，職人の技術や技能を明らか

にすることは意義があると考え，本研究では職

人を対象に構想・設計におけるアイデアスケッ

チの実態を明らかにすることを目的とした。ま

た，明らかとなった職人のアイデアスケッチの

実態を資料にものづくり学習の構想・設計に関

する学習指導を検討する。

ている5)。また，後者の研究は中学生，大学生

にアイデアスケッチを含む構想・設計を実施さ

せ，思考の内容を明らかにしている6)。

これらの先行研究はアイデアスケッチを実施

する際の思考について着目しており，アイデア

スケッチの記載の内容については明らかにされ

ていない。設計に関する文献においてもアイデ

アスケッチとはつくるものに関することを自由

に記載することとし，記載する図や表し方など

について具体的に示されていない3)。生徒はも

のづくりの経験が少ないため，自由にアイデア

スケッチをかかせる学習指導では，生徒は何を

かけばよいのか理解できないのではないだろう

か。そこで，構想・設計の学習指導を検討する

ために，アイデアスケッチの記載の内容につい

ても明らかにする必要があると考えた。

また，本研究は，ものづくりに関わる職人を

対象としている。熟達者は初心者に比べ適切な

問題解決ができる。その要因は，「問題に対す

る構造化された多くの知識を保持しているこ

と」及び「問題に対して適切な解決方法を対応

させることができること」にある7)。ものづく

りの熟達者である職人は長年の経験から，もの

づくりに対する多くの知識や技能を保持してお

り，学習指導を検討する際の有益な資料になる

と考えた。

職人とは，専門の職業に従事している人であ

り，大工，仕立屋，紙漉きなど種類は種々であ

る8)。本研究では，職人の実態をものづくり学

習に還元することを目的としていることから，

木材を主な材料とし構想・設計や製作に関わる

職人を対象とした。具体的には木造建造物の製

作（以下，大工とする）や木造建造物の構想・

設計（以下，設計士とする）に関わる人である。

職人を対象とした研究には，職人の技術や技

能を明らかにした研究や授業実践に関する研究

がある。

前者には，ものづくりにおける段取りの概念

について明らかにした研究がある9)。この研究

のように職人の作業をもとに，段取りの概念を

２．調査方法

本研究は，職人のアイデアスケッチを分析す

るため問題場面テスト'2)を用いた。

対象者：職人33名。有効回答数は31名であった。

職種は家具の製作，建具の製作，大工及び設計

士であった。

調査期間：2004年４月から５月

手続き：あらかじめ準備した調査用紙にＣＤ

ラックのアイデアスケッチの実施を依頼した。

使用した調査用紙を図１に示す。アイデアス

ケッチを実施する時間は30分間とした。また，

アイデアスケッチを実施した後に，アイデア

スケッチに対する感想を自由記述で求めた。

分析方法：職人のアイデアスケッチを「図の種

類｣,「図の表し方」及び「アイデアの内容」

について分析した。

図の種類とは，アイデアスケッチに新しく登

場した図（以下，「アイデア」とする)，アイデ

アの側面や細かな部分を示すなどアイデアを補

足する図（以下，「アイデアの補足」とする）及

び板の図に材料の取り方を示す図（以下，「材料

取りの図｣とする）を集計した。

図の表し方は，「斜投影法13)｣，「正投影法14)」
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図の種類に関する分析結果表１ＣＤラックのアイデアスケッチ

アイデアの補足 材料取りの図アイデア(個職種

今から，ＣＤラックをつくるために自由に案をかいていただきま
す。ＣＤケースの大きさは厚さ10画，縦125mm，横140mmです。材料は
下の図のような一枚板で，大きさは厚さ10,,,幅215mm，長さ1000
mmです。つくろうとするCDラックを考え，３０分間でアイデアスケッ
チを行ってください。なお，－度かいた図は消しゴムで消さないで
ください。また，定規は使わなくてもかまいません。さまざまな図
がかいてあることを期待しています。よろしくお願いいたします。

瓢顯瀬瀬朝肛糊懇溌朝頼顯額猟虹肛頼瀬肛杠錨雛辨鍬頴杠極極朝》鈴

皿
９
９
９
８
６
５
５
５
５
４
４
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

Ａ
８
ｃ
０
Ｅ
Ｆ
０
Ｈ
ｌ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ⅱ
Ｎ
０
Ｐ
Ｑ
Ｒ
ｓ
Ｔ
０
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
Ｍ
肥
肌
叩
腿

×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
×
×
×
×
×
×
○
○

×
×
×
○
×
○
○
○
○
○
○
×
○
×
×
○
×
○
×
○
○
○
○
○
×
○
×
×
○
○
○

図１調査用紙
×：認められない○：認められる

及び｢一部を表す方法｣を集計した。「一部を表

す方法」とは,ＣＤラックの一部分を抜き出して

表す方法である。図の表し方に関する分析で対

象とした図は「アイデア」及び「アイデアの補

足」である。

アイデアの内容は「部品の形あるいは構造の

変更」及び「寸法の記載」の有無を判定した。

職人はアイデアをどのように考えだすのかを明

らかにするため，部品の形あるいは構造の変更

の有無を判定した。また，アイデアの説明の一

つとして寸法の記載の有無を判定した。寸法は，

｢アイデア」及び「アイデアの補足」における寸

法の記載の有無を判定した。

であった。また，アイデアの補足は，１８名に認

められた。材料取りの図は７名に認められ，複

数のアイデアがある場合は，その中から一つの

アイデアを選択し材料取りの図を示していた。

以上のことより，職人はアイデア，アイデア

の補足，材料取りの図を用いてアイデアスケッ

チを作成していることが認められた。

また，職人はアイデアの補足，材料取りの図

を記載することにより，アイデアを詳細に示し

ていると推察できる。

3.2図の表し方に関する分析結果

図の表し方に関する分析結果を表２に示す。

図の表し方に関する分析結果より，斜投影法を

用いる職人は29名であり，多くの職人はアイデ

アを立体的に検討していると考えられる。正投

影法を用いる職人は16名，一部を示す方法を用

いる職人は10名に認められ，職人はアイデアス

ケッチの段階でもアイデアの正確な形や細かな

３．結果及び考察

3.1図の種類に関する分析結果

図の種類に関する分析結果を表１に示す。ア

ルファベットはラベリングした職人を示す。

職人のアイデアスケッチにおける，アイデア

の数は１個から12個の範囲であり，平均は４個
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表２図の表し方に関する分析結果 表３アイデアの内容に関する分析結果

職種 斜投影法 正投影法

法方す表
×
×
×
○
×
○
○
○
○
×
○
×
×
×
×
×
×
○
×
○
○
×
○
×
×
×
×
×
×
○
×

を部
，

輝
霧
誇
薙
講
雛
杠
諦
顯
矧
顯
繩
顯
誠
繩
杠
灯
顯
認

繩顯懇親顯杠瀬懇辨顯親頴誠鍬杠杠懇親杠杠鑑鐇峅懇顯杠杠杠顯騏鍵

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○

Ａ
Ｂ
ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
０
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
Ｍ
佃
加
叩
肥

×
×
×
○
×
×
○
○
○
○
○
×
○
○
×
○
×
×
×
○
○
×
○
×
×
○
×
×
○
○
○

○
○
○
○
○
×
○
○
×
○
×
×
○

○
×
×
（
）
×
×
○

Ｑ
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

隣
没
幽
諒
家
大
大
大
家
蕊

自
圓
Ｉ
Ｉ
Ｉ
目
目

○：認められる×：認められない Ｏ：認められるｘ：認められない

部分についても検討していることが推察できる。

また，図の種類に関する分析結果と比較する

と，正投影法及び－部を表す方法を用いる職人

の多くはアイデアの補足していることが認めら

れた。

以上のことより，職人は主に斜投影法を用い

てアイデアを検討し，正投影法や一部を表す方

法を用い，アイデアの正確な形や細かな部分も

検討すると推察できる。また，多くの職人は正

投影法や－部を表す方法を用いてアイデアの補

足をすることも認められた。

められた。つまり，職人は部品の形あるいは構

造を変更することによって，アイデアを多く考

えだそうとしていると推察できる。

また，寸法の記載の有無を分析した結果，寸

法の記載は18名の職人に認められた。この寸法

の記載は，アイデアの数が２個以下の職人に特

に認められた。職人は，少数のアイデアを詳細

に検討するために寸法を記載することが推測で

きる。

3.4職人のアイデアスケッチの方略

職人のアイデアスケッチを図の種類，図の表

し方及びアイデアの内容について分析した結果，

ある職人は部品の形あるいは構造を変更するこ

とによって，多くのアイデアを産出し，またあ

る職人はアイデアの補足，材料取りの図，複数

の表し方及び寸法を記載することによってアイ

デアを詳細に示すことが明らかとなった。つま

り，職人のアイデアスケッチには「多くのアイ

3.3アイデアの内容に関する分析結果

アイデアの内容に関する分析結果を表３に示

す。

部品の形及び構造の変更の有無を分析した結

果，部品の形あるいは構造のいずれかの変更は

９名に認められた。部品の形あるいは構造の変

更は，アイデアの数が５個以上の職人に特に認
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図３「アイデアを詳細に示す」方略の例
図２「多くのアイデアを産する」方略の例

デアを産出する」方略及び「アイデアを詳細に

示す」方略があると考えられる。

「多くのアイデアを産出する｣方略の例を図２

に示す。この方略は複数のアイデアがかかれて

おり，アイデアの補足及び材料取りの図の記載

はない.図の表し方は斜投影法のみであり，正

投影法や－部を表す方法を用いていない。また，

部品の形あるいは構造の変更があり，寸法の記

載はない。この職人は自由記述に「必ずスケッ

チを何通りもかいてよさそうなものを選択して

仕事をしています」と述べていることから，こ

の方略はアイデアを詳細に示さずに，多くのア

イデアを産出することを目的としていると考え

られる。

次に，「アイデアを詳細に示す｣方略の例を図

３に示す。この方略は一つのアイデア，アイデ

アの補足，材料取りの図を示し，複数の表し方

を用いる。また，寸法も記載されている。この

ような方略を用いている職人は自由記述に「ア

イデアスケッチは人に伝える方法として良いと

思います」と述べていることから，この方略は

アイデアに関する情報を他者にも理解できるよ

うに詳細に示すことを目的としていると考えら

れる゜

以上のように職人のアイデアスケッチには目

的によって方略がいくつか存在すること，つま

りその目的は「多くのアイデアを産出する」か

｢アイデアを詳細に示す｣であることが明らかと

なった。

３．５アイデアスケッチの学習指導

本研究では，職人のアイデアスケッチにおけ

る図の種類，図の表し方及びアイデアの内容に

ついて分析した。これらの結果をもとに構想・

設計に関する学習指導を検討した結果，学習指

導においてアイデアスケッチを実施する際は，

アイデアスケッチの目的を「多くのアイデアを

産出する」あるいは「アイデアを詳細に示す」

と明確にし，目的に応じた方略を生徒に考えさ

せることを提案できる。

また，構想・設計はつくるものに関する情報

を段階的に詳細化しながら決定していく過程で

ある'5)。そこで，構想・設計では，はじめに多

くのアイデアを考えだすことを目的としたアイ

デアスケッチを実施し，その中から一つのアイ

デアを選択し，アイデアを詳細にすることを目
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的としたアイデアスケッチを実施させる段階的

な学習指導を提案する。

４．まとめ

本研究は，構想・設計に関する学習指導を検

討するため職人のものづくりにおけるアイデア

スケッチの実態を明らかにすることを目的とし

た。職人にアイデアスケッチを図の種類，図の

表し方及びアイデアの内容について分析した結

果，以下のことが明らかとなった。

(1)職人は部品の形あるいは構造を変更するこ

とによって，多くのアイデアを産出している

ことが明らかとなった。また，職人はアイデ

アの補足，材料取りの図，複数の表し方及び

寸法を記載することによりアイデアを詳細に

示していることが明らかとなった。

(2)職人のアイデアスケッチには「多くのアイ

デアを産出する」方略及び「アイデアを詳細

に示す」方略が認められた。

(3)ものづくり学習の構想・設計に関する学習

指導においてアイデアスケッチを実施する際

は，アイデアスケッチの目的を「多くのアイ

デアを産出する」あるいは「アイデアを詳細

に示す」と明確にし，その目的に応じた方略

を生徒に考えさせる必要がある。
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Abstract

Thispaperexaminestheactualsketchesof31craftsmen、Methodsandtechniquesof

instructionwereanalyzedfromthesesketches・ThefoUowingresultswereobtained：

１．Somecraftsmenproducemanysketcheschangingtheshapeandstructureswithin

anidea・Someofthesecraftsmendrawdetailedsupplementarysketcheswithchangesin

styleandsize，

２．Twotypesofsketchesweremade・Ｔｈｅｆｉｒｓｔｔｙｐｅｏｆｓｋｅｔｃｈｗａｓｆｏｒｒｅｃｏrdingrough

ideasinbroadterms・Thesecondtypeofsketchwasforrecordingdetailｓｏｆｔｈｅｏｂｊｅｃｔ・

aThispapersuggeststhatwhenmanufacturingistaught,itisnecessarytoclarify

thepurposeofsketching，ａｎｄｔｏｄｅｃｉｄｅｗｈｉｃｈｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｍｅｔｈoｄｓｓｈｏｕｌｄｂｅｕｓｅｄＴｈｅ

stUdentmustthinkaboutwhichtypeofsketchsuitstheirpurpose．

Keyword：craftsmen，Sketch，manufacturing，teaching


